













「あるインド伝説」 (Eine indische Legende）と副題の付されたトー

























『幸福への意志HDer Wille .zum Gliick), 『道化師j(Der Bajazzo), 
『小男フリーデマン氏』（Derkleine Herr Friedemann）等にみられる
生への意志，『トーニオ・クレーゲル』（TonioKroger）における市民愛，

























このプラトンの『饗宴』のなかには存在しないからである。J( 8 -492) 
マンのイロニーの心理学の基礎をなすことになる重要なからの引用文は，
定式であり，「愛される対象に対する愛しながらの自己放棄の優越性J(9 
-276）を示すものとして，「プラトン的イロニーJ( 9 -276 £.）と名付け
られている。
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( 2 -441）つまり対立的に相互に排除し合うはずのイロニーが， もはや
る。
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